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「問題提起」をする伊東筆頭代表委員

『火
山
と
原
発
を
考
え
る
』
全

国
交
流
集
会

ｉ
ｎ
鹿
児
島
」
が
十

月
二
十
七
日
、
鹿
児
島
市
内
の

「ろ

う
き
ん
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
で
開
か

れ
、
十
六
都
道
府
県
か
ら
約
七
十
人

が
参
加
し
た
。

集
会
で
は
、
有
馬
裕
子

・
原
発
ゼ

ロ
を
め
ざ
す
鹿
児
島
県
民
の
会

（以

下

「ゼ
ロ
の
会
」
）
筆
頭
代
表
委
員

が
開
会
あ
い
さ
つ
。
原
発
を
な
く
す

全
国
連
絡
会
の
小
田
川
義
和
さ
ん
、

日
本
科
学
者
会
議
の
小
栗
賞

ｏ
鹿
児

島
大
学
法
科
大
学
院
教
授
が
来
賓
あ

い
さ
つ
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
紹
介
の
後
、

小
林
哲
夫

・
鹿
児
島
大
学
名
誉
教
授

川
内
原
発
は
運
転
停
止
し
、
廃
炉
に

が

「鬼
界
・姶
良
カ
ル
デ
ラ
な
ど
巨

大
カ
ル
デ
ラ
火
山
の
実
相
と
研
究
の

現
状
」
、
立
石
雅
昭

・
新
潟
大
学
名

誉
教
授
が

「火
山
と
原
発
」
と
題
し

て
記
念
講
演

（二
面
参
照
）
を
行
っ

た
。集

会
は
、
谷
崎
嘉
治

・
核
燃
料
サ

イ
ク
ル
施
設
立
地
反
対
連
絡
会
議
事

務
局
長
、
永
山
尊
之

ｏ

「ゼ

ロ
会
」

代
表
委
員
を
議
長
に
選
出
。
以
下
議

事
に
入
り
、
伊
東
達
也
・筆
頭
代
表

委
員
が
、

「福
島
第

一
原
発
事
故
の

再
発
防
止
の
保
障
が
な
い
川
内
原
発

は
運
転
停
止
し
、
廃
炉
を
求
め
る
し

か
な
い
」
と
す
る

「全
国
交
流
集
会

へ
の
問
題
提
起
」

を
報
告
し
た
。
昼

食
を
挟
ん
で

「討

論

３
頭
憩

。

伊
東
氏
が

「討
論

の
ま
と
め
」
を
行

い
、
集
会
は
こ
れ

○
鹿
児
島
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル

（
二
面
）

○
福
井
県
職
員
１
０
９
人
に
も
金
品

（四
面
）

○
あ
と

一
歩
に
迫
る
核
兵
器
禁
止
条
約
発
効

（五
面
）

ら
を
確
認
し
た
後
、

「鹿
児
島
か
ら

の
ア
ピ
ー
ル
」

（二
面
参
照
）
を
採

択
し
て
議
事
を
終
え
た
。
最
後
に
、

次
期
全
国
交
流
集
会
開
催
予
定
地

・

福
島
の
早
川
篤
雄
氏
が

「閉
会
あ
い

さ
つ
」
し
て
集
会
の
幕
を
閉
じ
た
。

議
事
外
の
司
会
は
井
上
勝
博

・

「ゼ

ロ
の
会
」
事
務
局
長
が
当
た
つ
た
。

伊
東
氏
は
、
関
電
の
原
発
マ
ネ
ー

還
流
事
件
に
つ
い
て
国
会
と
政
府
の

責
任
に
よ
る
徹
底
解
明
を
求
め
た
。

ま
た
、
事
故
後
八
年
余
を
経
過
し
て

も
十
万
人
近
い
被
災
者
が
ふ
る
さ
と

に
戻
れ
な
い
状
況
に
も
触
れ
、
改
め

て
国
と
東
電
が
加
害
責
任
を
認
め
、

真
摯
に
被
災
者
・被
災
地
対
策
、
事

故
収
東
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
を
求

め
た
。
さ
ら
に
、
福
島
の
ケ
ー
ス
を

繰
り
返
す
こ
と
な
く
全
国
的
な

「原

発
ゼ
ロ
」
の
実
現
を
呼
び
か
け
た
。

容
菌
交
流
集
会
の
発
百
内
容
と
発
冨
〓

①
県
内
情
勢
と
住
民
運
動
　
　
　
　
　
　
林

広
員

（情
と

②
幌
延
深
地
研
の
現
状
ど
問
題
点
　
　
　
米
谷
道
保

（北
海
道
）

③
旧
東
電
ト
ツ
プ
無
罪
は
あ
り
え
な
い
　
　
持
田
繁
義

企枷
０

④
昼
籍
墾
晶
償
誉
塁
動
控
西
糞
基
昼
昇
ｏ

で
の
許
せ
な
い
国
の
陳
述
　
　
　
　
　
丹
治
杉
江

令薔
０

∩
運
豊
懸
辟
動
の
廿
倅
拇
聖
（
　
　
　
　
　
　
　
　
井
年
藤
惚
時
含
僣
皆
０

⑥
川
内
原
発
の
火
山
灰
の
降
灰
量
　
　
　
山
本
雅
彦

０研
こ

⑦
ト
リ
チ
ウ
ム
汚
染
本
閲
翠
な
ど
　
　
　
和
田

宰

（営
毬

⑧
核
燃
サ
イ
ク
ル
施
設
の
問
題
点
　
　
　
　
谷
崎
嘉
冶

（青
森
）

●

「
日
本

の
原
発
は

こ
の
ま
ま

『
消
滅
』

へ
」
…
…
こ
れ
は
、

雑
誌

『
選
択
』

（十

一
月
号
）

の
巻
頭
イ

ン
タ
ビ
ユ
ー
に
対
す
る
田
中
俊

一
・

前
原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長
の

一管
え
で
あ
る
●
関
電
の
原
発
マ
ネ
ー

還
流
事
件
を
問
わ
れ
て
、

「原
子

力
業
界
が
姿
勢
を
徹
底
的
に
正
さ

な
け
れ
ば
、
日
本
の
原
子
力
に
先

は
な
い
。
残
念
な
が
ら
原
子
力
政

策
の
見
直
し
も
さ
れ
な
い
ま
ま
な

の
で
、
こ
の
国
の
原
発
は
フ
ェ
ー

ド
ア
ウ
ト
す
る
道
を
歩
ん
で
い
る

と
眺
め
て
い
る
」
と
応
じ
る
●

「日
本
の
原
子
力
政
策
は
嘘
だ
ら

け
で
こ
こ
ま
で
や

つ
て
き
た
。
結

果
論
も
含
め
て
本
当
に
嘘
が
多
い
。

最
大
の
問
題
は
い
ま
だ
に
核
燃
料

サ
イ
ク
ル
に
拘
泥
し
て
い
る
こ
と
」

「い
ま
ま
で

『
数
千
年
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
が
確
保
で
き
る
』
と
い

う
嘘
を
言
い
続
け
て
き
た
」
●
田

中
氏
の
一
連
の
発
言
は
、
ま
さ
に

日
本
の
原
子
力
政
策

へ
の
的
を
得

た
批
判
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は

前
規
制
委
委
員
長

へ
の
ブ
ー
メ
ラ

ン
に
も
な
る
が
、
真
理
は
立
場
を

超
え
て
貫
か
れ
る
と
い
う
こ
と
。


